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－一般論文－
大学生のインターネット・携帯電話の利用状況と友人関係との関連







Internet/Mobile Phone Usage 
and 
Friendship among University Students 
Haruo SUGIURA,1 Kazuyo TAKAHASHI 2 and Hiroko SUGIURA 2
Abstract: Investigation was made of the relationship between Internet and mobile phone usage and friendship among university 
students.  Two surveys questionnaire (i.e., "Internet and Mobile Phone Usage" and "Social Support Scale for University Students") 
were administered to 270 university students (response rate: 86.3%).  It was determined that although university students exchange 
ideas with each other over the Internet, students do not devote themselves intellectually to the interaction.  It was observed that 
respondents had considerable daily interaction with friends.  It was also noticed that university students expected support of some 
kind when communicating with friends, and students made good use of whatever support they received. 
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対象者は、男性 183 名 (78.5%)、女性 50 名 (21.5%) で、
平均年齢は 19.3±1.8 歳であった。住居は、自宅が 136 名 




携帯電話を保有している人は 229 名 (98.3%) であり、
自由に使えるパソコンを保有している人は192名 (82.4%) 
であった。また、パソコンを保有している人のうち、その
パソコンをネットに接続している人は 161 名 (82.6%) で
あった。
2) ネットの利用場所と利用状況について
ネットを利用する人は、229 名 (98.3%) で、ネットを利用
する場所は、自宅が最も多く 171 名 (72.4%)、ついで大学
が 137 名 (55.8%)、携帯電話が 112 名 (48.1%) となってお
り、ネットカフェでの利用は 10%に満たなかった (表 1)。
ネット利用頻度は、1 週間に平均 4.6±2.4 日、1 日に平均
99.6±120.7 分であった。1 週間の利用頻度と 1 日の利用頻
度を組み合わせて分類すると、ネット利用が 1 週間に 4
日以下で 1 日 99 分以下である「低頻度・短時間」の人は
84 名 (34.3%)、1 週間に 5 日以上で 1 日 99 分以下である
「高頻度・短時間」の人は 73 名 (29.8%)、1 週間に 4 日以
下で 1 日 100 分以上である「低頻度・長時間」の人は 24
名 (9.8%)、1 週間に 5 日以上で 1 日 100 分以上である「高
頻度・長時間」の人は 64 名 (26.1%) であった (表 2)。 
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弱、ブログが 12%であった (図 1)。 
 
3) 利用頻度の 4 つの分類別にみたネットの利用目的に
ついて







通であり、SNSS メールや ML を使用している他者と交流
をしている人は 98 名 (42.1%) であった。また、ネットや
メールを通じて新しい友人や知り合いを作りたいと思う
人は 74 名 (31.8%)、ネットやメールを通じて新しい友人
や知り合いを作ろうとしたことがある人は 70 名 (30.0%) 
であった。
３．友人について
1) 友人のパターンとその人数について (図 3)
ネットや携帯電話など顔を合わせない状況 (非対面状
況) で出会った友人がいる人 (ネット友有群) は 53 名 
(22.7%)、いない人 (ネット友無群) は 180 名 (77.3%) で 
あった。全体の友人数の平均は 63.7±91.1 人であり、ネッ
ト友有群の友人数は 100.2±144.3 人、ネット友無群の友人




利用場所  % 
自宅 72.4 
大学 58.8 
携帯電話   48.1 
ネットカフェ     7.3 
その他    0.4 
利用状況  % 
低頻度・短時間 34.3 
高頻度・短時間 29.8 
低頻度・長時間  9.8 





































































































た (p < 0.05)。ネットの 1 日利用時間では、ネット友有群
が 119.7±117.8 分で、ネット友無群の 88.3±90.7 分と比べ
て有意に長かった (p < 0.05)。また、利用目的が「ブログ」
「SNS」である人の割合は、ネット友有群がネット友無群







有群の方が有意に多かった (p < 0.01)。 
 
ネット友有群
(n = 53) 
ネット友無群
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表 4 ネット友人の有無別にみた日常の友人とネット上の友人への期待感 
ネット友有群 ネット友無群   
項目 ネット上の友人 日常の友人 日常の友人 
1 あなたが落ち込んでいると，元気付けてくれる 2.08±1.00 3.16±1.00 3.24±0.79
2 あなたが失恋したと知ったら，心から同情してくれる 1.96±0.95 3.10±0.84 3.05±0.92
3 あなたになにかうれしいことが起きた時，それを自分のように喜んでくれる 1.80±0.97 2.98±0.85 2.92±0.94
4 あなたがどうにもならない状況に陥っても，何とかしてくれる 1.66±0.92 2.72±1.07 2.93±0.81
5 あなたがする話にはいつもたいてい興味を持って耳を傾けてくれる 1.94±0.99 3.04±0.82 3.11±0.72
6 あなたが大切な試験に失敗したとしたら，一生懸命慰めてくれる 1.88±0.98 3.04±0.94 2.92±0.92
7 あなたが元気が無いとすぐ気付いて気遣ってくれる 1.78±0.91 2.98±0.96 2.93±0.91
8 あなたが不満をぶちまけたい時は，はけ口になってくれる 1.84±1.05 2.84±1.01 2.89±0.98
9 あなたがミスをしてもそっとカバーしてくれる 1.66±0.90 2.82±0.86 2.76±0.91
10 あなたが何かを成し遂げたとき，心からおめでとうと言ってくれる 2.20±1.14 3.20±0.91 3.12±0.78
11 1 人では終わらせられない仕事があった時は，快く手伝ってくれる 1.53±0.76 2.96±0.95 2.96±0.81
12 日ごろからあなたの実力を評価し，認めてくれる 1.82±1.08 3.02±0.88 2.91±0.82
13 普段からあなたの気持ちを理解してくれる 1.70±0.91 2.90±0.95 2.93±0.84
14 あなたが学校やアルバイト先などでの人間関係に悩んでいると知ったら，い
ろいろと解決方法をアドバイスしてくれる 2.10±1.08 3.04±0.94 2.97±0.90
15 良いところも悪いところもすべて含めて，あなたの存在を認めてくれる 1.80±0.90 3.06±0.90 3.11±0.81
16 あなたを心から愛している 1.70±0.91 2.94±0.96 2.88±0.87




本研究では、1 日のメール送信数は平均で 14 通であり、







がある友人の数は約 3 分の 1 に減少するが、そのうちの半
数は良く会うようになったと答えている。また、会ったこ









































































1) Cummings, J., Utler, B., Kraut, R., Communications of the 
ACM, 45, 103-108 (2002).  
2) 安藤玲子, 高比良美詠子, 坂元章, パーソナリティ研
究, 14, 69-79 (2005). 
3) Kraut, R., Patterson, M., Lundmark, V., Kiesler, S., 
Mukopadhyay, T., Am. Psychol., 53, 1017-1031 (1998). 
4) Parks, M.R., Floyd, K., J. Computer- Mediated Commun.,  
<http://www.ascusc.org/jcmc/vol1/issue4/parks.html>, 
1996. 
5) McKenna, K.Y.A., Bargh, J.A., Pers. Soc. Psychol. Rev., 4, 
57-75 (2000). 
6) 村田晴路, 広告科学, 35, 143-148 (1997). 
7) 安藤玲子 , 坂元章 , 日本教育工学雑誌 , 27, s89-s92  
(2003). 
8) 安藤玲子, 鈴木佳苗, 小林久美子, 橿淵めぐみ, 木村文
香, パーソナリティ研究, 13, 22-33 (2004). 
 
9) 総務省 , ブログ，SNS の現状分析および将来予測 , 
<http://www.soumu.go.jp/s-news/2005/pdf/050517_3_1.pdf
>, 2006. 
10) 久田満, 千田茂博, 箕口雅博, 日本社会心理学会第 30
回大会発表論文集, 143 (1989). 
11) 内閣府, 第 8 回世界青年意識調査 (2007). 
12) 符儒徳, 東京女学館短期大学紀要, 24, 67-97 (2001). 
13) 安藤玲子, 高比良美詠子, 坂元章, パーソナリティ研
究, 14, 69-79 (2005). 
14) 中村功, 松山大学論集, , 14, 85-99 (2006). 
15) 仲栄真美奈子, 国吉和子, 地域研究, 2, 135-154 (2006). 
16) 松田美佐, 社会情報学研究, 4, 111-122 (2000). 
